






 

 目的:小児特発性心筋炎の臨床像を解明することを目的として症例 Follow up

をし検討した。 

対象・方法:昭和 40 年以来,弘前大学小児科に入院診療し,経過観察している

症例を対象とした(表 1)。症例数は 6例(男児 2,女児 4),心筋炎発症年令は生後

9カ月～11 才,観察期間は 6ヵ月～11 年である。以上の症例について臨床症状,

胸部 X-P,心電図,UCG,Double Master 2 Step 法による運動負荷心電図,Bicycle 

Ergometer による MEI(maximum endurance index)の測定および負荷前後の血液

ガス,赤血球 2・3 DPG,乳酸,ピルジン酸を測定し相互の関連を検討した。 


